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１．はじめに 

 舗装の管理では大型車交通量や求められるサービスレベルなどの観点により道路を分類しており 1），それぞ

れの分類に応じた点検を行っている．舗装管理の現状において，大型車交通量の少ない道路，特に生活道路に

対しては損傷の進行が緩やかかつストック量も多いため，巡視の機会を通じた路面管理を原則としているが，

巡視結果だけでは定量的・客観的な評価が難しい．また，大型車交通量の多い道路については 5 年に 1 回程度

以上の頻度を目安として適切に管理することが望ましいとされるが，損傷レベルが表層機能保持段階（診断区

分 II）に進行後，進展状況によっては次の点検時期の前に修繕段階（診断区分 III）に到達することが想定され

るため 2），5 年の点検サイクルの間にも，定期的に路面状況を把握することが可能なスクリーニング手法が求

められる．そこで，IRI 推定結果と AI を用いた画像解析結果を組み合わせた，簡便かつ定量的な 1 次スクリ

ーニング手法を提案する． 

２．IRIを用いた簡易路面点検方法とその課題 

 ストック量が多い生活道路を定量的・客観的に評価する手法として，路面性状の評価指標の 1 つである IRI

（国際ラフネス指数）がある．IRI は様々な路面の状態について比較的簡便に相対比較することが可能な指標

で，国内でも適用されている 1）．また，点検に掛かる費用を軽減するため，点検技術については簡便で安価な

新技術の導入が期待されており 2），図-1 のようなスマートフォンに搭載された加速度・角速度センサおよび

GPS（位置情報）を用いて高精度に IRI を推定する点検システムが開発されている 3）4）．

一方で，IRI のみを評価指標とした場合，路面状況は良好

だが，路面上に敷設されたインフラ構造物の影響により IRI

が悪化していると判定されるケースや，逆に IRI が良好と判

定された区間に，ひび割れ等の損傷が発生しているケースが

想定される．IRI のみでの評価では，実際の路面状況とのマ

ッチングが困難で，IRI が良好または悪化している要因を特

定できないという課題があることから，解決策として， IRI

推定結果の要因分析を補完する手法について検討を行った． 

路面状況は良好だが IRIが悪化していると判定された区間

については，図-2 のような路面上に敷設された構造物である

「マンホール」と「ジョイント（伸縮装置）」が連続している

ケースがあること，IRI が良好と判定されたが，実際は何らか

の損傷が発生している区間については，図-2 のようなひび割

れ（線状，初期～中期進行の亀甲状）が生じているケースが

ある．また，路面状況の要因を特定する手法として，路面状

況を撮影した動画（画像）から AI を用いて要因を検出する技

術が知られていることから，課題の解決方法として，上述し 
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図-1 スマートフォンを用いた点検システム 

 

図-2 IRI 推定結果の相違発生要因 
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た損傷要因を対象とした AI を用いた画像解析手法の開発を行った． 

３．AIを用いた IRI路面評価の補完手法の開発 

AI を用いた画像解析手法の開発にあたり，AI 学習データについては，図-2 の 4 つの要因についてクラス分

類し，舗装工学を専門とする熟練技術者が，撮影画像から各クラスの教師画像として約 250～1,200 枚，検証

用画像として 100 枚ずつ作成した．要因検出には，物体検出手法である YOLOv2 を採用し 5），検出時のしき

い値および学習の繰り返し回数の検討を行った上，ディープラーニ

ングを実施した．開発の過程で各クラスに誤検出が発生したことか

ら，誤検出しやすい対象物を排除用のクラスとして追加し，更に検

出対象範囲を路面上に限定した．その結果，路面上の敷設構造物お

よびひび割れの検出結果として，表-1 に示す再現率・適合率が得ら

れた．また，検出したひび割れについては，道路維持管理上「ひび

割れ率」による管理を行っていることから，「メッシュ法」に基づい

たひび割れ率を算出するシステムを構築し，IRI 推定結果の要因検出

を比較的容易に行うことが可能となった． 

４．IRI推定技術と AIを組み合わせた 1次スクリーニング手法 

IRI 推定結果と AI を用いた画像解析結果を組み合わせた， 

簡便かつ定量的な 1 次スクリーニング手法を提案する．図-3

に示すフローのとおり，道路管理者はスマートフォンを用い

た点検システムおよび動画撮影による点検（計測）を実施し，

計測データから IRI 推定と AI 画像分析を行う．IRI 推定結果

とAI画像分析結果を道路中心線座標とGPS情報を基に評価

区間単位でマッチングし，区間ごとの評価を可視化する．マ

ッチングにより抽出された IRIと実際の路面状況に相違があ

る区間については，ひび割れ率の算出結果を含めた要因の検

出・確認を行い，道路分類の管理レベル，点検結果と要領を

照らし合わせた損傷の進展状況，および利用者へのサービス

レベルを考慮した上で，要補修対象区間の判定を行う． 

５．まとめ  

 簡便な新技術を用いて算出した IRI 推定結果および AI を

用いた画像解析結果を組み合わせた結果，定量的かつ実際の

路面状況に沿った点検結果としての 1 次スクリーニングが

可能となり，実運用でのコスト面で従来から大幅に安価にな

ると期待できる．今後は構築したひび割れ率計算・集計シス

テムの検出精度について，引き続き検証を行う予定である． 
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図-3 1 次スクリーニング手法 

表-1 AI 学習結果 
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